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所得階層別世帯割合の推移（各年7月末時点）

300【443】万円超

300【443】万円以下

200【311】万円以下

100【167】万円以下

33【98】万円以下

未申告
金額は所得〔給与収入〕
※所得=（給与収入）-（給与所得控除）

・全体の約５割を占める所得33万円以下の世帯は，基礎控除33万円が適用されることから，所得が０円となる。
⇒所得割保険料が賦課されないため，所得割保険料が０円となる。
・残りの約５割の世帯で所得割保険料を負担することになる。
・さらに，そのうち所得割保険料を負担する世帯の約７割が所得２00万円以下である。

●被保険者の保険料負担感が重くなる構造である。

所得割保険料が賦課されない世帯
【約10万世帯(約48％)】

単位：世帯
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 0～ 14歳 呼吸器系 29.5% 皮膚・皮下組織 8.9% 先天奇形,変形・染色体異常 6.9%

15～ 39歳 精神・行動の障害 17.0% 呼吸器系 12.4% 神経系 8.7%

40～ 44歳 精神・行動の障害 19.5% 神経系 11.7% 新生物 7.8%

45～ 49歳 精神・行動の障害 19.0% 新生物 10.8% 神経系 10.1%

50～ 54歳 精神・行動の障害 17.5% 尿路性器系 11.6% 循環器系 10.2%

55～ 59歳 循環器系 13.5% 新生物 12.7% 尿路性器系 12.1%

60～ 64歳 新生物 15.1% 循環器系 13.5% 尿路性器系 11.6%

65～ 69歳 新生物 21.4% 循環器系 18.3% 内分泌,栄養・代謝 11.4%

70～ 74歳 循環器系 18.5% 新生物 18.3% 筋骨格系・結合組織 12.7%

主な疾病（H30.5月診療分における医療費の割合が高い順）
年齢階層

３位２位１位

○年齢階層別の主な疾病と医療費割合（H３０年５月診療分）

○主な疾病別医療費の割合の推移（各年５月診療分）

●疾病別の医療費割合は，「新
生物（がん）」「循環器系（脳
卒中・心血管疾患）」 「内分泌，
栄養・代謝（糖尿病）」「尿路性
器系（腎不全）」など，生活習
慣病と関連のある疾病は医
療費の割合が高く，全体の
４割を超えている。
※（ ）内は関連する生活習慣病の例

●年齢階層別の疾病別の医療
費割合を見ると，
10代後半～50代前半は
「精神・行動の障害」が，
50代後半以降では
「循環器系」「新生物」 が
上位になっている。

※表示値はH30.5月診療分

資料元：国保データベース（KDB）システム
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○診療区分別1人あたり医療費の推移

●診療区分別1人あたり医療費は，入院が

最も高く，次いで外来，調剤，歯科の順と

なっている。

●年度別推移では，全体的には増加傾向に

ある。調剤は，高額な新薬が保険適用に

なったことから，平成27年度の伸びが著

しいが，その後は，薬価の見直し等により

減少傾向にある。

診療区分 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

■入院 122,304   124,833   126,871   130,894   130,641   134,666   

■入院外 96,966     98,493     100,642   102,865   102,636   105,355   

■歯科 24,641     25,027     25,052     24,965     25,221     25,660     

■調剤 53,528     55,299     60,379     58,677     59,812     59,009     

【単位：円】

（ 単位：円 ）
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○診療区分別1人あたり医療費の推移
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○診療区分別1人あたり件数の推移

●診療区分別1人あたり件数は，入院外が最も

高く，次いで歯科，入院の順となっている。

●年度別推移でも，大きな変化は見られない。

（ 単位：件 ）

【単位：件】
診療区分 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

■入院 0.24     0.24     0.24     0.24     0.24     0.24     
■入院外 7.64     7.73     7.79     7.86     7.87     7.96     
■歯科 1.74     1.79     1.84     1.85     1.89     1.94     
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○診療区分別1人あたり件数の推移
参考資料６
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